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ポリシー策定まで

2020.07）原案の作成【研究データ基盤整備部会】
• 「研究データポリシー」から
「学術データポリシー」に

• 名古屋⼤学における
学術データの管理・公開・利活⽤の原則

2020.10）最終案の承認

学術データ
研究データ

教育コンテンツ

http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

解説）ポリシー策定の趣旨と構成
（2020.09 研究データ基盤整備部会）



ポリシーと解説（⼤学の責務）
• 名古屋⼤学学術データポリシー

名古屋⼤学は、構成員による学術データの
管理・公開・利活⽤の活動を⽀援する

⼤学の
責務

1. プラット
フォーム

1. プラット
フォーム

2. データ
管理計画

2. データ
管理計画

3. データ
リポジトリ

3. データ
リポジトリ

4. メタデータ
作成

4. メタデータ
作成

5. データ
利活⽤促進

5. データ
利活⽤促進

6. 契約・法務6. 契約・法務

7. 奨励・
実績評価

7. 奨励・
実績評価

8. 規定・
実施要項

8. 規定・
実施要項

9. 啓発9. 啓発
解説で例⽰された９つの⽀援環境



ポリシー策定のその後

2021.03）学術データ基盤整備ワーキンググループの設置
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学術データポリシー
「⼤学の責務」の遂⾏

実施計画の⽴案


